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オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
は
へ
名
前
の
と
お
り
麹
の
表
が
ル

リ
色
を
し
た
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
で
'
五
月
末
か
ら
六
月
中

旬
､
こ
の
チ
ョ
ウ
の
食
草
で
あ
る
ク
ラ
ラ
と
い
う
マ
メ

科
の
多
年
草
の
花
穂
が
伸
び
だ
す
頃
に
羽
化
し
ま
す
｡

環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ノ
ク
一
一
九
九
七
年
)
　
で

は
絶
滅
危
惧
-
類
(
絶
滅
の
危
機
に
灘
し
て
い
る
種
=

生
息
個
体
数
が
減
少
し
て
い
て
何
ら
か
の
処
置
を
し
な

い
と
近
い
将
来
絶
滅
の
危
険
性
が
桓
め
て
高
い
種
)
　
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡

本
種
は
か
つ
て
大
町
而
付
近
で
は
南
･
北
安
曇
郡
の

山
麓
地
域
に
局
所
的
に
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
､
近
年

は
人
の
手
に
よ
り
保
護
監
視
さ
れ
て
い
る
限
ら
れ
た
地

域
な
ど
で
し
か
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
-
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
｡
大
町
南
で
は
.
九
五
〇
年
こ
ろ
ま
で
生

息
し
て
い
た
と
大
町
正
史
(
一
九
八
回
年
)
　
に
記
録
さ

れ
て
あ
り
ま
す
が
､
そ
の
後
の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

現
在
は
残
念
な
こ
と
で
す
が
ク
ラ
ラ
の
白
宮
地
が
あ
っ

て
も
､
こ
の
美
し
い
チ
ョ
ウ
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

本
種
は
'
人
の
手
が
入
れ
ら
れ
た
草
地
や
田
畑
の
畦

と
そ
の
周
り
を
中
心
に
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
､
ゴ
ル

フ
場
な
ど
の
開
発
や
､
圃
場
整
備
､
草
地
の
森
林
化
な

ど
に
よ
り
生
息
で
き
る
環
境
が
変
化
し
た
り
し
た
た
め

個
体
数
が
減
少
し
､
稀
少
種
と
な
る
と
そ
こ
に
採
集
者

な
ど
が
集
ま
り
-
さ
ら
に
圧
力
が
加
わ
っ
た
結
果
､
現

在
は
全
国
的
に
み
て
も
本
州
(
長
野
県
と
新
潟
県
と
の

境
付
近
や
長
野
県
の
東
部
な
ど
)
と
九
州
の
一
部
に
し

か
獲
っ
て
い
ま
せ
ん
｡

こ
の
よ
う
に
本
種
を
は
じ
め
と
す
る
里
山
と
そ
の
ま

わ
り
に
す
む
チ
ョ
ウ
の
ほ
か
､
メ
ダ
カ
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
､

タ
ガ
メ
へ
　
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
な
ど
今
ま
で
普
通
に
見
る
こ

と
の
で
き
た
種
が
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
が
身
近
な
環
境
で
起
き
て
い
ま
す
｡

(
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)
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信
州
の
高
山
性
ト
ン
ボ枝
　

　

　

重

　

夫

本
州
の
高
山
性
ト
ン
ボ
は
1
 
4
種

鹿
野
忠
雄
(
一
九
一
.
九
)
　
は
〟
高
山
性
輯
玲
〟
と

し

て

'

タ

カ

ネ

ト

ン

ボ

､

カ

オ

ジ

ロ

ト

ン

ボ

へ

J
L
.
t
Z
u
l
l
a
g
m
a
t
･
J
u
l
h
.
g
e
r
u
m
　
(
エ
ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ
?
)
､

(
オ
オ
)
　
ト
ラ
フ
ト
ン
ボ
へ
　
カ
ラ
カ
ネ
ト
ン
ボ
､
ポ

ッ
ミ
モ
リ
ト
ン
ボ
､
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ
ヘ
　
ム
ツ

ア
カ
ネ
の
人
種
を
提
唱
し
た
｡
そ
の
後
､
朝
比
奈
正

二
郎
(
"
九
五
四
)
　
は
〟
本
州
産
高
向
賄
賂
類
〟
と

し
て
､
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
､
ル
リ
イ
ト
ト
ン
ボ
､

ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ
､
カ
ラ
カ
ネ
ト
ン
ボ
､
オ
オ
ト
ラ

フ
ト
ン
ボ
､
ホ
ソ
ミ
モ
リ
ト
ン
ボ
､
エ
ゾ
ト
ン
ボ
､

ム
ツ
ア
カ
ネ
へ
　
カ
オ
ジ
ロ
ト
ン
ボ
の
九
種
を
選
ん
で

い
る
｡
さ
ら
に
枝
重
夫
(
"
九
七
七
)
　
は
､
｢
信
州

の
高
山
性
ト
ン
ボ
｣
を
発
表
し
て
い
る
が
､
こ
の
中

で
高
山
性
と
〟
性
〟
を
入
れ
､
先
の
鹿
野
の
表
現
に

戻
し
た
｡
そ
の
理
由
は
'
こ
れ
ら
の
ト
ン
ボ
が
本
州

だ
け
に
限
っ
て
も
低
地
に
牛
息
す
る
こ
と
が
あ
る
た

め
高
山
と
い
う
言
語
に
幅
を
も
た
せ
た
い
こ
と
で
あ

る
が
へ
　
〟
性
〟
を
挿
入
し
て
〝
ざ
ん
〟
と
〝
と
ん
〟

を
分
離
し
､
発
音
上
″
ひ
び
き
〟
を
よ
く
し
た
い
と

い
､
つ
意
図
も
あ
る
｡
ま
た
こ
の
報
告
の
中
で
'
オ
ゼ

イ
ト
ト
ン
ボ
､
ア
マ
ゴ
イ
ル
リ
ト
ン
ボ
､
キ
バ
ネ
モ

リ
ト
ン
ボ
の
三
種
を
追
加
し
､
先
に
鹿
野
が
挙
げ
た

エ
ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ
､
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ
の
二
種

も
認
め
て
も
い
い
の
で
は
な
い
が
と
し
た
｡
キ
バ
ネ

モ
リ
ト
ン
ポ
は
典
型
的
な
高
山
性
ト
ン
ボ
な
の
に
朝

比
奈
の
選
択
か
ら
漏
れ
た
の
は
へ
そ
の
時
点
で
は
本

州
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡

し
か
し
そ
の
後
､
青
森
県
(
一
九
五
三
)
､
新
潟
県
(
一

九
五
五
)
､
岩
手
県
(
一
九
六
五
)
､
山
形
県
(
一
九

八
四
)
　
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
枝
(
一
九

九
六
)
　
は
､
上
高
地
付
近
の
高
山
性
ト
ン
ボ
人
種
を

概
説
し
た
際
に
､
エ
ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ
と
オ
オ
ル
リ
ボ

シ
ャ
ン
マ
を
高
山
性
ト
ン
ボ
と
し
て
正
式
に
認
め
た
｡

し
た
が
っ
て
以
上
を
合
計
す
る
と
､
本
州
の
高
山
性

ト
ン
ボ
は
一
四
種
に
な
る
｡

信
州
の
高
山
性
ト
ン
ボ
は
_
 
2
種

長
野
県
に
は
こ
れ
ら
一
四
種
の
う
ち
､
カ
ラ
カ
ネ

イ
ト
ト
ン
ボ
と
キ
バ
ネ
モ
リ
ト
ン
ボ
を
除
く
一
二
種

が
分
布
し
て
い
る
の
で
'
そ
れ
ぞ
れ
の
種
名
を
掲
げ

て
解
説
す
る
｡

一
､
エ
ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ

A
g
r
i
o
n
l
a
n
c
e
o
l
a
l
u
m
S
e
l
y
s

束
シ
ベ
リ
ア
､
朝
鮮
半
島
､
サ
ハ
リ
ン
を
経
て
､

北
海
道
に
は
広
く
分
布
す
る
｡
和
名
は
そ
れ
に
由
来

し
て
い
る
｡
本
州
で
は
､
東
北
六
県
､
栃
木
へ
群
馬
､

長
野
､
新
潟
へ
冨
山
､
石
川
へ
福
井
､
岐
阜
の
各
県

に
記
録
が
あ
る
｡
前
項
で
鹿
野
(
一
九
二
九
)
　
が
記

録
し
た
E
n
a
l
l
a
g
m
a
,
･
y
a
l
h
g
e
r
u
m
が
エ
ゾ
イ
ト
ト
ン

ボ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
は
四
〇
年
後
の
こ

と
で
あ
る
｡
現
在
で
は
､
長
野
県
内
に
飯
綱
高
原
､

志
賀
高
原
､
菅
平
高
原
､
乗
鞍
高
原
な
ど
約
三
〇
の

産
地
が
あ
る
｡

二
､
オ
ゼ
イ
ト
ト
ン
ボ

A
g
r
i
o
n
l
e
r
u
e
A
s
a
h
i
n
a

一
九
三
五
年
に
朝
比
奈
博
士
が
尾
瀬
ケ
原
で
初
め

て
発
見
し
た
の
で
こ
の
名
前
が
あ
る
｡
日
本
特
産
種

で
､
北
海
道
､
東
北
六
県
､
埼
玉
､
茨
城
､
栃
木
､

群
馬
へ
長
野
､
新
潟
の
各
県
に
分
布
し
て
い
る
｡
エ

ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ
と
混
生
し
て
い
る
が
､
オ
ゼ
イ
ト
ト

ン
ボ
の
方
が
は
る
か
に
少
な
い
｡
長
野
県
で
は
､
戸

隠
村
黒
姫
山
麓
へ
大
町
市
居
谷
里
湿
原
､
茅
野
市
蓼

科
湖
､
白
馬
村
落
倉
湿
原
､
豊
科
町
菖
蒲
池
､
白
馬

村
親
海
湿
原
､
明
科
町
デ
ィ
ラ
ボ
ッ
チ
湿
原
　
(
発
見

脂
)
　
の
わ
ず
か
七
カ
所
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
｡
こ
の
中
で
蓼
科
湖
は
分
布
の
南
限
に
な
る
｡

二
一
､
ル
リ
イ
ト
ト
ン
ボ

E
n
a
l
l
a
g
m
a
d
e
s
e
r
l
i
c
m
･
u
L
a
l
u
m
S
c
J
y
s

(
写
真
-
)

日
本
特
産
亜
種
で
､
原
名
亜
種
且
.
a
.
d
e
s
e
ミ

S
呈
r
s
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
広
く
分
布
す
る
｡
日

本
亜
種
は
､
北
海
道
､
秋
田
を
除
く
東
北
五
県
､
栃

木
､
詳
馬
､
静
岡
､
長
野
､
新
潟
へ
石
川
､
福
井
へ

岐
阜
の
各
県
に
知
ら
れ
､
岐
阜
県
白
鳥
町
の
村
間
が

池
が
南
限
に
な
る
｡
長
野
県
で
は
､
八
ヶ
岳
白
駒
池
､

志
賀
高
原
､
乗
鞍
高
原
牛
留
池
､
戸
隠
村
種
池
､
八

千
穂
村
南
池
､
小
谷
村
蛙
池
に
生
息
し
て
い
る
｡

四
､
ア
マ
ゴ
イ
ル
リ
ト
ン
ボ

P
l
a
l
J
,
c
n
e
m
i
s
e
c
h
i
g
o
a
n
a
A
s
a
h
i
n
a

(
写
真
2
)

日
本
特
産
種
で
､
一
九
五
二
年
に
新
潟
県
守
門
岳

山
麓
の
雨
乞
池
で
発
見
さ
れ
た
｡
和
名
は
そ
の
池
の

名
､
種
名
は
越
後
に
由
来
す
る
｡
そ
の
後
､
山
形
県

月
山
南
麓
､
福
島
県
五
色
沼
か
ら
発
見
さ
れ
へ
.
九

七
一
年
に
は
長
野
県
小
谷
村
蛙
池
に
生
息
す
る
こ
と

が
わ
か
り
､
第
四
番
目
の
分
布
県
に
な
っ
た
｡
一
〇

年
後
に
は
隣
接
し
た
角
間
池
に
も
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
｡
長
野
県
二
つ
目
の
産
地
で
あ
る
｡
現
在
の

と
こ
ろ
本
種
の
産
地
は
､
山
形
県
八
､
福
島
県
二
〇
へ

新
潟
県
一
二
､
長
野
県
二
の
合
計
五
一
カ
所
に
増
え

た
が
､
長
野
県
角
問
池
が
分
布
の
南
限
で
あ
る
｡
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写真5　カオジロトンボ(オス)

館物博と山

五
､
ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ

ゝ
e
s
c
l
m
a
 
J
u
n
c
e
a
　
(
L
i
n
n
か
)

北
ア
メ
リ
カ
､
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
､
シ
ベ
リ
ア
な
ど
に

広
く
分
布
す
る
｡
日
本
で
は
､
北
海
道
､
本
州
(
千

葉
県
を
除
く
)
､
四
国
(
徳
島
県
だ
け
)
に
生
息
す
る
｡

長
野
県
で
は
全
域
に
お
り
､
長
野
直
篠
ノ
井
の
よ
う

な
低
地
(
五
〇
〇
m
)
か
ら
上
高
地
田
代
池
二
五

〇
〇
m
)
な
ど
一
-
〇
〇
〇
m
ま
で
の
広
い
垂
直
分
布

を
示
す
｡
次
の
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ
と
混
生
す
る

が
'
産
地
は
比
較
的
少
な
く
､
小
さ
い
池
や
湿
地
を

好
み
､
日
陰
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
〈
∪

六
､
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ

/
l
c
s
･
(
こ
き
a
m
 
'
g
r
(
)
j
J
a
t
,
a
M
a
r
t
l
n

日
本
特
産
種
で
､
北
海
道
､
本
州
､
九
州
(
佐
賀
､

長
崎
両
県
を
除
く
一
に
分
布
し
､
鹿
児
島
県
霧
島
山

が
南
限
で
あ
る
一
ノ
ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ
よ
り
低
地
に
ま

で
生
息
す
る
傾
向
が
強
い
｡
大
き
-
開
放
的
な
湖
沼

を
好
み
､
長
野
県
で
は
ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ
よ
り
は
る

か
に
産
地
が
多
く
､
個
対
数
も
多
い
｡
し
か
し
上
高

地
田
代
池
で
は
逆
で
､
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ
の
方

が
稀
で
あ
る
｡

七
､
才
オ
ト
ラ
フ
ト
ン
ボ

E
p
i
l
h
e
t
･
a
b
u
n
a
c
u
l
a
l
a
s
l
b
i
r
i
c
a
S
e
一
y
s

原
名
亜
種
L
.
.
i
)
.
b
n
n
a
c
u
l
a
l
a
S
e
一
)
･
S
は
シ
ベ
リ
ア

西
部
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
布
す
る
が
'
本
亜
種
は

シ
ベ
リ
ア
東
部
か
ら
中
国
東
北
部
､
サ
ハ
リ
ン
を
経

て
北
海
道
､
本
州
に
達
し
て
い
る
｡
本
州
で
は
､
岩

手
県
を
除
く
東
北
五
県
､
群
馬
へ
栃
木
へ
神
奈
川
､

山
梨
､
長
野
､
新
潟
の
各
県
に
分
布
す
る
｡
南
限
は

一
九
九
四
年
に
発
見
さ
れ
た
神
奈
川
県
芦
ノ
湖
で
あ

る
｡
長
野
県
で
は
､
安
曇
村
上
高
地
(
最
近
の
記
録

は
な
い
)
､
長
野
市
浦
池
､
同
堤
池
､
小
海
町
長
湖
､

八
千
穂
村
雨
池
､
松
本
市
栗
和
田
池
､
大
町
市
木
崎

潮
､
同
中
綱
湖
へ
同
居
谷
里
湖
､
小
谷
村
蛙
池
へ
同

鎌
池
､
岡
谷
市
諏
訪
湖
､
茅
野
市
白
樺
湖
､
同
雨
池
､

同
七
ツ
池
へ
同
日
駒
池
､
同
蓼
科
潮
､
高
遠
町
千
代

田
湖
､
上
田
市
砂
原
池
へ
同
赤
坂
大
池
の
合
計
二
〇

の
産
地
が
記
録
さ
れ
て
い
る
｡

八
､
カ
ラ
カ
ネ
ト
ン
ボ

c
o
r
へ
l
u
l
l
a
a
C
n
e
a
a
m
u
r
t
,
f
l
S
i
s
S
c
一
v
s

(
写
真
3
)

原
名
亜
種
C
.
a
.
a
e
n
e
a
S
e
一
)
･
S
は
シ
ベ
リ
ア
西
部

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
分
布
し
て
い
る
が
､
本
亜

種
は
∵
シ
ベ
リ
ア
東
部
､
中
国
東
北
部
､
朝
鮮
半
島
'

北
海
道
､
本
州
に
生
白
に
て
い
る
｡
本
州
で
は
東
北

六
県
､
栃
木
､
群
馬
､
長
野
へ
新
潟
､
宮
中
石
川
､

福
井
､
岐
阜
の
各
県
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る
｡
南
限

は
岐
阜
県
白
鳥
町
村
間
が
池
で
あ
る
｡
長
野
県
で
は
､

八
坂
村
唐
花
見
湿
原
(
九
〇
〇
m
)
か
ら
八
ヶ
岳
七

ツ
池
(
二
三
〇
〇
m
)
ま
で
の
垂
直
分
布
を
も
っ
て

お
り
へ
志
賀
高
原
の
各
池
､
八
ヶ
岳
の
白
駒
池
へ
同

及
子
池
､
奈
川
村
白
樺
峠
の
池
へ
乗
鞍
高
原
牛
留
池
､

上
高
地
田
代
湿
原
へ
小
谷
村
蛙
池
へ
霧
ヶ
峰
な
ど
に

生
息
し
て
い
る
｡

九
､
エ
ゾ
ト
ン
ボ

S
(
n
n
u
l
(
)
(
･
l
～
I
o
r
a
t
,
.
2
,
m
t
h
(
u
m
t
L
　
(
三
一
e
｢
)

本
種
は
北
海
道
と
本
州
の
東
北
地
方
や
中
部
の
山

地
に
分
布
す
る
後
麺
長
が
四
〇
m
以
下
の
小
形
の
も

の
で
､
本
州
の
低
地
や
四
国
､
九
州
に
い
る
後
遡
長

が
四
〇
m
以
上
の
大
形
種
は
別
亜
種
の
オ
オ
エ
ゾ
ト

ン
ボ
S
.
1
T
m
t
L
i
a
,
9
7
3
へ
≡
l
r
w
i
r
e
u
.
1
･
S
e
言
と
し
て
区
別

さ
れ
て
き
た
へ
　
し
か
し
両
者
問
に
は
大
き
さ
以
外
の

外
部
杉
憩
な
ど
に
明
確
な
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
の

で
'
最
近
で
は
同
一
種
と
み
な
さ
れ
て
い
る
｡
と
こ

ろ
が
北
海
道
や
青
森
県
恐
申
群
馬
県
富
士
見
峠
で

採
っ
た
個
体
は
す
べ
て
小
形
で
､
茨
城
県
や
千
葉
県

の
平
野
部
の
も
の
は
大
形
で
あ
り
､
長
野
県
各
地
産

の
ほ
と
ん
ど
の
個
体
は
小
形
で
あ
る
｡
と
-
に
安
[
曇

村
内
で
は
､
上
高
地
田
代
池
､
乗
鞍
高
原
鈴
蘭
小
屋
､

同
番
所
の
池
､
同
あ
ざ
み
池
､
同
日
本
"
辛
産
の
個

⊥
,

体
は
す
べ
て
が
エ
ゾ
ト
ン
ボ
の
範
疇
に
入
る
も
の

で
あ
る
｡
両
亜
種
が
同
一
種
の
工
ゾ
ト
ン
ボ
と
す
れ

ば
､
エ
ゾ
ト
ン
ボ
の
小
杉
種
が
高
同
性
ト
ン
ボ
と
い

う
こ
と
に
な
る
｡

一
〇
､
本
ソ
ミ
モ
リ
ト
ン
ボ

s
o
m
a
L
(
)
(
･
h
L
o
r
a
L
L
r
r
L
l
L
･
L
L
　
(
Z
e
t
t
e
l
･
S
t
a
d
t
)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
か
ら
中
国
東
北
部
へ
　
シ
ベ
リ
ア

な
ど
に
広
く
分
布
し
､
サ
ハ
リ
ン
を
経
て
､
北
海
道

と
本
州
に
達
す
る
｡
本
州
で
は
､
福
島
､
栃
木
､
群

馬
､
長
野
､
新
潟
､
岐
阜
の
六
県
に
記
録
が
あ
る
(
ノ

長
野
県
で
は
､
土
園
地
田
代
池
､
八
ヶ
岳
天
狗
岳
､

塩
嶺
峠
げ
い
ろ
池
､
八
ヶ
岳
赤
岳
､
同
黒
百
合
辛
､

同
双
子
池
､
富
士
見
高
原
､
乗
鞍
高
原
牛
留
池
､
同

あ
ざ
み
池
､
同
日
本
一
平
､
上
高
地
上
湯
沢
(
発
見

脂
)
に
生
自
宅
て
い
る
.
)
な
お
長
野
県
富
士
見
高
原

が
'
岐
阜
県
の
日
和
田
高
原
を
約
八
k
m
お
さ
え
て
分

布
の
南
限
と
な
っ
て
い
る
｡

二
､
ム
ツ
ア
カ
ネ

s
y
m
p
e
l
r
u
m
L
l
a
n
a
e
一
s
u
一
z
c
･
)
(
写
真
4
)
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表1　高山性トンボの県別分布

忠 �+x��新 弍"�′二三二● =i ����棉 伜"�静 ����6ﾘ7��群 兌��慕 �8ﾂ�千 

種類 冢ﾉ%ﾂ�渇 ����山 ��ﾂ�井 凅��岡 處ﾘ屬��ﾂ�局 冦��城 仍��莱 

カラカネイトトンボ エゾイトトンボ オゼイトトンボ ��ｸ�ｲ��ﾂ�〇 〇 〇 ��ｲ��ﾂ��ｲ�○ ○ ��｢��｢��｢�〇 〇 〇 ��ｲ�○ ��ｲ�〇 〇 〇 ��ﾂ��ｲ�○ ○ ��ｲ�○ 

ルリイトトンボ アマコイルリトンボ ルl)ボシャンマ �8�(����ﾂ��ｸ�ｲ�〇 〇 〇 劔劔○ ○ ��ｲ��ｲ�

オオルリボシャンマ ��ｸ�ｲ�○ ��ｲ��ﾂ�○ ○ ��ｲ��ｲ�〇 〇 〇 ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ○ ��ｲ�

オオトラフトンボ ��ｸ�ｲ�○ 劔��ｲ��ｲ���ﾂ�○ ��ｲ�

カラカネトンボ ��ｸ�ｲ�○ 劔劔○ ��ｲ�

工ゾトンボ ��ｨ�ｲ�○ ��ｲ�○ ○ ��ｲ��ｲ�劔○ ��ｲ�

ポッミモリトンボ キバネモリトンポ ムツアカネ ��ﾆ6���ﾆ6��○ ● ○ ��ｲ��ｲ�劔凵� ○ ��ｲ��ｲ�

力オジロトンボ ��ｸ�ｲ�○ ��ﾂ�劔凵� 

合計14 ��(.�ﾂ�14 湯�6 途�6 釘�2 �2�12 ����4 �"�1 

(荏) ○印:分布　●印:分布の南限

北
ア
メ
リ
カ
へ
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
､
シ
ベ
リ
ア
に
か
け

て
広
く
分
布
し
､
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
へ
サ
ハ
リ
ン
を
経

て
北
海
道
に
達
し
て
本
州
で
は
青
森
､
秋
田
､
岩
手
へ

福
島
､
群
馬
へ
長
野
､
岐
阜
､
新
潟
の
八
県
の
亜
高

山
に
生
息
す
る
｡
長
野
県
で
は
､
上
高
地
田
代
池
､

乗
鞍
高
原
番
所
へ
八
ヶ
岳
雨
池
､
乗
鞍
高
原
牛
雷
池
へ

奈
川
村
白
樺
峠
の
池
､
乗
鞍
高
原
キ
ャ
ン
プ
地
入
口

の
池
､
同
あ
ざ
み
池
(
発
見
順
)
　
の
七
カ
所
で
記
録

さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
中
で
八
ヶ
岳
雨
池
は
分
布
の
南

限
に
な
る
｡

一
二
､
カ
オ
ジ
ロ
ト
ン
ボ

L
e
u
c
o
r
r
h
i
n
i
a
d
u
b
i
a
o
r
i
e
n
l
a
L
i
s
S
e
t
y
s

(
写
真
5
)

原
名
亜
種
L
.
へ
1
.
d
u
b
i
a
S
e
一
y
s
は
シ
ベ
リ
ア
西
部

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
布
す
る
｡
本
亜
種
は
シ
ベ
リ

ア
東
部
､
中
国
東
北
部
､
朝
鮮
半
島
北
部
､
サ
ハ
リ

ン
を
経
て
､
北
海
道
と
本
州
の
山
地
に
生
息
す
る
｡

本
州
で
は
宮
城
を
除
-
東
北
五
県
へ
栃
木
､
群
馬
へ

長
野
､
新
潟
､
冨
山
へ
　
石
川
､
福
井
､
岐
阜
の
各
県

に
分
布
し
て
い
る
｡
長
野
県
で
は
､
上
高
地
田
代
池
､

志
賀
高
原
､
苗
場
山
､
白
馬
岳
へ
八
方
尾
根
､
小
谷

村
天
狗
原
､
同
栂
池
､
乗
鞍
高
原
牛
留
池
､
同
あ
ざ

み
池
に
記
録
が
あ
る
｡
分
布
の
南
限
は
岐
阜
県
高
根

村
日
和
田
高
原
ち
ん
ま
ケ
池
で
あ
る
｡

高
山
性
と
亜
高
山
性
の
ト
ン
ボ

本
州
の
高
山
性
ト
ン
ボ
一
四
種
の
長
野
県
お
よ
び

周
辺
の
県
､
さ
ら
に
関
東
一
都
五
県
に
お
け
る
分
布

を
ま
と
め
た
の
が
表
-
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
各
県
の
分

布
状
況
と
長
野
県
内
の
垂
直
分
布
な
ど
か
ら
へ
高
山

性
ト
ン
ボ
は
'
カ
ラ
カ
ネ
イ
ト
ト
ン
ボ
へ
　
ル
リ
イ
ト

ト
ン
ボ
､
オ
オ
ト
ラ
フ
ト
ン
ボ
､
カ
ラ
カ
ネ
ト
ン
ボ
､

ポ
ッ
ミ
モ
リ
ト
ン
ボ
､
キ
バ
ネ
モ
リ
ト
ン
ボ
､
ム
ツ

ア
カ
ネ
､
カ
オ
ジ
ロ
ト
ン
ボ
の
人
種
､
亜
高
山
性
ト

ン
ボ
は
､
エ
ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ
､
オ
ゼ
イ
ト
ト
ン
ボ
､

ア
マ
ゴ
イ
ル
リ
ト
ン
ボ
へ
　
ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ
､
オ
オ

ル
リ
ボ
シ
ャ
ン
マ
､
エ
ゾ
ト
ン
ボ
　
(
小
形
種
)
　
の
六

種
に
細
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
広
義
の
高

山
性
ト
ン
ボ
は
新
潟
県
が
一
四
種
で
､
す
べ
て
を
産

し
'
長
野
県
と
群
馬
県
が
一
二
種
で
二
番
目
に
多
い
｡

な
お
上
高
地
付
近
に
限
る
と
､
括
弧
内
に
示
し
た
よ

う
に
一
〇
種
を
産
し
､
こ
こ
は
高
山
蝶
ば
か
り
で
な

く
高
山
性
ト
ン
ボ
の
宝
庫
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

(
日
本
晴
蛤
学
会
会
長
･
松
本
歯
科
大
学
名
誉
教

授
･
環
境
省
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員
)

注
　
本
文
は
大
町
山
岳
博
物
館
編
『
新
･
北
ア
ル
プ

ス
博
物
誌
』
(
信
濃
毎
日
新
聞
社
､
二
〇
〇
一
)

の
編
集
時
へ
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
い
た
だ
い

た
も
の
で
す
｡
(
編
集
部
)

付
属
園
だ
よ
り

四
月
一
一
十
九
日
と
五
月
十
四
日
に
相
次
い
で
､
飼

育
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
ま
し
た
｡
こ
れ
ら
二
項
の
赤
ち
ゃ
ん
は
､
母
親
の

母
乳
の
出
が
悪
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
昨
年

牛
ま
れ
た
カ
モ
シ
カ
同
様
､
人
工
哺
乳
で
育
て
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
五
月
十
三
日
へ
飼
育
し
て
い
る
シ
ベ
リ
ア

オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
双
子
で
生
ま
れ
ま
し

た
｡
こ
ち
ら
も
現
在
､
人
工
哺
乳
で
飼
育
中
で
す
｡

山

と

博

物

館

第

4

7

巻

第

5

号

二
〇
〇
二
年
五
月
一
一
十
五
日
発
行

発
　
行
　
〒
　
長
野
県
大
町
古
大
字
大
町
八
〇
五
六
-
一

上

川

　

立

　

大

　

町

T
E
L
〇
二
六
.

F
A
X
〇
二
六
.

印

　

刷

　

大

糸

タ

　

イ

　

ム

　

ス

　

榊

向

　

島

　

博

　

物

　

鮪

-

二

二

-

〇

二

一

-

二

"

-

二

二

-

÷

定
　
価
　
年
額
　
‥
五
〇
〇
日
へ
送
料
只
)
(
切
手
不
可
)

郵
便
振
替
日
座
番
号
つ
ー
l
つ
左
門
〈
/
‖
I
L
I
　
　
元

-

l

I

▲

T

l

〃

-

▲

▼

-

▲

O

I

〃

T

▲

▼

l

●

-

▲

i

I

I


